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ス
キ
l
場
へ
の
道
(
上
野
方
地
区
〉

大
谷
ス
キ
ー
場
は
、
市
内
に
あ
る
唯

一
の
ス
キ
ー
場
で
あ
り
ま
す
。
冬
の
ス

ポ
ー
ツ
に
子
供
達
や
若
者
達
で
連
日
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
こ
の
地
区
の
人
口
ガ
と
ん
ど

ん
増
え
続
け
、
そ
の
風
光
明
び
な
台
地

は
住
宅
地
に
最
適
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
山
々
の
風
景
と
と
も
に
、

漁
火
の
見
え
る
夜
景
は
、
人
々
に
な
ん

と
も
言
え
な
い
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

4

司
大
谷
温
泉
か
ら
直
行
で
き
る
ス
キ
l
場
へ
の
道

No'.363  
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政
治
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金
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法
が
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れ
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政
治
資
金
規
正
法
が
改
正
さ
れ
、

1

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
改
正
前
の
法
に
よ
り

県
末
は
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出

を
し
て
い
た
政
党
、
政
治
結
社
、
政
治

家
の
後
援
会
な
ど
の
政
治
団
体
に
つ
い

て
も
2
月
末
日
ま
で
に
あ
ら
た
め
て
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
.、
あ
ら
た
に
結
成
さ
れ
た
政
治

団
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

結
成
の
日
か
ら

7
日
以
内
に
届
出
を
必

要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
政
治
団
体
の
支

部
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

一
つ
の
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
て
、
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

届
出
は
、
郵
便
に
よ
る
方
法
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
出
先
で
あ

る
富
山
県
庁
地
方
課
内
富
山
県
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
、
政
治
団
体
設
立
屈
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
県
及
び
、市
選
挙
管
理

委
員
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
富
山
県
選
挙
管
理
委

員
会
(
電
話
0
7
6
4
|
訂

|
4
1
1

1
)
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

は
た
ち
で
す
し
っ
か
り

選

ぽ

う

初

選

挙

小

島

hv表
彰
を
受
け
る
蛇
園
児
童
ク
ラ
ブ

. 

今年も航海の安全と大漁を

功

北洋出漁団の航海安全大漁祈願祭

消
防
表
彰

1
月
6
日
、
消
防
機
関
の
出
初
式
が
行

わ
れ
、
そ
の
席
上
で
一
般
消
防
団
員
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
民
聞
の

次
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
消
防
機
器
寄
贈
大
光
寺
高
橋
清
憲
さ
ん

予
防
思
想
高
揚
(
夜
回
り
)
蛇
回
児
童
す
ラ
プ

初
期
消
火
協
力

六
郎
丸

武
隈
英
樹
さ
ん

今
年
も
、
春
の
出
漁
を
目
前
に
航
海

の
安
全
と
大
漁
を
祈
っ
て
祈
願
祭
が

1

月
M
日
魚
津
漁
協
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
優
良
団
員
の
表
彰
が
あ

り
、
清
河
市
長
や
県
知
事
か
ら
の
激
励

を
受
け
、
団
員
一
同
北
洋
漁
業
の
発
展

に
つ
く
す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

庚

漬

寿

次

青

島

義

明

岡

島

行

市

稲

塚

栄

作

魚
津
市
長
感
謝
状
(
同
一
船
主
回
年
勤
続
者
)

新

浜

由

太

郎

鳥

切

久

雄

津

田

俊

夫

金

三

津

完

二

小

林

弘

朝

野

数

男

本

吉

正

喜

浦

本

昭

夫

魚
津
市
出
漁
団
々
長
表
彰

(
同
一
船
主
叩
年
勤
続
者
)

稲

塚

栄

作

贋

瀬

茂

浦

島

慎

一

魚
津
市
出
漁
団
々
長
表
彰

(
同
一
船
主

5
年
勤
続
者
)

長
谷
川
重

雄

魚

住

俊

光

浜

田

道

男

経

津

安

広

浜

田

清

春

日

貢

浜

住

新

作

北

島

稔

山

下

敏

光

春

日

昇

吉

崎

年

雄

四

十

万

兵

一

米

津

繁

治

浦

崎

一

男

大

西

竹

男

横

田

一

良

・浜

守

辰

巳

優
良
団
員
表
彰

漁
扮
長
功
労
者

船

長

功

労

者

" 

浜木中
田下村

忠清信
雄治幸

2 一一

機
関
長
功
労
者

無
線
士
功
労
者

甲
板
員
功
労
者

" 

魚

住

俊

光

梶

谷

勇

浦

本

正

一

拐
谷
伊
三
吉



住
吉
保
育
園
が
完
成

よ
い
子
等
に
こ
に
こ

落
成
式
の
一
足
先
に
、
旧
圏
全
口
か
ら

移
つ
だ
園
児
達
は
、
大
よ
ろ
こ
び
で
は

し
ゃ
い
で
い
ま
し
だ
。
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総
工
費
六
千
五
百
余
万
円
を
か
け
て
、

昨
年
七
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
住
吉
保
育
園
が
完
成
し
、

1
月
初
日

に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
の
住
吉
保
育
園
は
、
昭
和
詑
年
6

月
に
定
員
六

O
名
で
発
足
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
た
び
完
成
し
た
保
育
園
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
で
、

床
面
積
が
六
三
四
平
方
灯
も
あ
り
、
定

員
一
二

O
名
を
保
育
で
き
る
立
派
な
も

の
で
、
岐
房
設
備
や
給
湯
設
備
な
ど
が

完
備
し
て
お
り
、
雪
解
け
を
待
っ
て
、

小
プ

l
ル
も
築
造
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

幅
四
」
引
1

h
F
完
成
し
た
雪
中
の
園
舎

て
い
ま
す
。

保
育
園
の
内
部
は
、

遊
戯
室

1
室

保
育
室

4
室

乳

児

は

ふ

く

室

1
室

事
務
室

・
調
理
室

・
機
械
室
な
ど

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

hv
大
よ
ろ
こ
び
の
園
児
達

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
取
得
し
て
か
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
、
五
年
以
上
経
過
し
て
い
る
者
で
、

日
時

3
月
ロ
日
午
前
9
時
i
午
後

実
際
に
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

4
時

い
る
場
合
は
、
消
防
法
第
十
三
条
の
五

場
所

魚
津
市
農
協
会
館

に
よ
り
、
危
険
物
取
扱
作
業
の
保
安
に

受
講
申
込
期
間

2
月
1
日
1
2
月

関
す
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

7
日

せ
ん
。

申
込
場
所

富
山
県
庁
内
消
防
防
災

こ

の

講

習

が

、

次

に

よ

り

実

施

さ

れ

課

又

は

魚

津

消

防

署

ま

す

。

そ

の

他

、

詳

し

い

こ

と

は

消

防

署

へ

な
お
、
こ
の
講
習
を
受
け
な
い
で
危
お
問
い
合
わ
せ
で
く
だ
さ
い
。

険

物

取

扱

作

業

に

従

事

し

て

い

る

と

、

電

話

@
|
0
2
9
5

免
状
取
消
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
る

路
上
駐
車
は
¥

渡しで50円 1脂、 30円 1庖、200.e配達で400円エ庖、300円

1庖、 200円1屈が号|き上げており、調査1苫6J苫の200.e配

達の販売価格は、 7，800円が2庖、7，500円が3底、 7，400円

が1庖となっております。

なお、昨年の同期に比べてみると LPガス、灯油、バ

ターを除きすべての品目が値下がりしており物価は落付

きをみせております。

今固め調査では、対象品目のいずれの品物も豊富 に出

回っており価格も 12月に比べ安定しております。

天プラ油(1650g )で40円、マリーナソフトで50円引

き下げた庖がありました。需要期にある灯油は18.e庖頭

4

司
左
の
表
中
O
印
は
毎
月
日
日
調
査
の
7
庖
の
平
均
価
格
で
す
。

ロ1=>口 目 メーカー ロ1=>ロ 名 容量 50 年平 1 15月0年平均
50年 51年平 51年 1月における 510年比月~ 5較11年月

1月 上勾 12月平均 1月均 最低~最高

砂 糖 日 新 カ プ 21k4 g 
294円 294円 282円 284円

同
97% 、ソ 268- 295 

し よ つ t自 キ ツ コマン キツコマン 425 400 400 400 385- 420 94 
食 用 油 味 σ3 素 天プラ油 1，650 g 712 660 653 646 630- 690 91 

1/ 1/ 1/ 450 g 184 177 177 177 168- 185 96 
1/ 1/ サ ラダ油 1，650 g 812 727 727 727 680- 790 90 
麦 粉 日 清 フラワー 1 kg 132 127 128 128 118- 135 97 

即席めん 明 星 明星 18 番 85g 44 39 36 37 35- 40 84 
H 日 清 出前一丁 100g 48 46 42 42 38- 45 88 

乾 ゲ〉 ん 1/ 雪Aち1 つどん 250g 54 54 51 54 49- 58 100 
み そ 雪日 本印海乳み業そ

ゃんのこうじみそ 1 kg 237 222 214 218 198- 240 92 
ノ〈 タ 雪印北海道 225g 289 295 296 304 290- 325 105 
マーガリ ン H 雪 印ソフト 225 g 210 190 192 188 168- 215 90 

1/ 味 σ3 素 マリーナソフト 225 g 198 191 181 169 138- 198 85 
グルタミン酸ソーダ 1/ 味 σ3 素 120 g 216 209 208 211 195- 225 98 
食 酢 、、、 ツカン 、、、 ツカ ン 500mt 122 122 122 121 110- 135 99 
L P ガス 10kg 1，450 1，466 1，466 1，466 1 ，400 -1 ，500 101 
士丁 油 18.e庖頭 605 686 686 704 666- 740 116 

1/ 200.e配達 6，716 7，433 7，416 7，583 7，400-7，800 113 

一一 3 一一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

除
雪
車
の
防
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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こ
の
た
び
、

富
山
県
に
お
け
る
地
域
、

食
料
品
製
造
業
お
よ
び
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

製
品
製
造
業
の
最
低
賃
金
が
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
、

1
月
U
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
し
た
。

ー
食
料
品
製
造
業
一
日
|
二
、
一

ニ
O
円
(
一
時
間
l
二
六
五
円
)

た
だ
し
、
手
作
業
の
う
ち
、
原
材

料
又
は
容
器
洗
浄
、
皮
む
き
、
選
別
、

包
装
、
箱
詰
め
、
片
付
け
、
清
掃
な

ど
軽
易
な
作
業
に
主
と
し
て
従
事
す

る
者
一
日
l
一
、
九
二

O
円
(
一

時
間
|
二
四

O
円
)

2
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業

一

日
l
二
、
一
五

O
円
(
一
時
間
l
二

六
九
円
)
た
だ
し
、
軽
易
な
作
業レ

一

同
一

月
この
れ合
をこ
忘と
れは
ず
!こ

に
主
と
し
て
従
事
す
る
者
一
日
|

ー
一
、
九
二

O
円
(
一
時
間
|
二
四

O
円
)

3

富
山
県
最
低
賃
金

(地
域
)
一
日

l
一
、
八
九
五
円
ご
時
間
|
二
三

七
円
)

前
記
の
賃
金
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
を
除
い
た
も
の
で
、

時
間
に
よ
る
勤
務
の
場
合
は
(
)
内
の

時
間
給
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
富
山
労

働
基
準
局
(
電
話
0
7
6
4
l
n
|
2

7
2
7
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金
だ

よ

り

-
年
金
受
給
者
に

小
口
融
資
が
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
(
福
祉
年
金
を
除
く
。
)

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
の
年
金
受

給
者
の
皆
さ
ん
に
、
年
金
給
付
の
受
給

権
(
年
金
証
書
)
を
担
保
と
し
て
小
口

の
貸
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
し

く
み
は
日
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
が
、
国
民
年
金
受
給
者
に
対
す
る

第
二
回
自
の
貸
付
申
込
み
は
2
月
2
日

か
ら
2
月
比
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
融
資
は
、
保
険
料
積
立
金
の
一

部
を
資
金
と
し
て
年
金
福
祉
事
業
団
が

行
う
事
業
で
、
銀
行

・
信
用
金
庫
を
窓

口
と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
。

融
資
の
内
容

1

貸
付
金
の
利
率年

利

七

・
五
打

2
貸
付
の
実
施
毎
年
度
別
に
定
め
る

3

貸
付
の
金
額
貸
払
年
金
額
の

1
年

半
相
当
額
以
内
の
額

で
叩
万
円
以
上
旬
万

円
ま
で
の
額

4
償
還
方
法
年
金
の
支
払
金
で
償

還

5

利
息
の
支
払
方
法
後
払
い

6
担
保
と
保
証
人年
金
給
付
の
受
給
権

(
年
金
証
書
)
を
担

保
と
し
、
連
帯
保
証

人
を
1
名
以
上
た
て

る。

7
取
扱
い
機
関
銀
行

・
信
用
金
庫

(
年
金
福
祉
事
業
団
業

務
委
託
金
融
機
関
)

の
窓
口

な
お
、
こ
の
貸
付
金
の
償
還
が
終
る

ま
で
は
、
年
金
の
支
払
い
が
止
め
ら
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-
老
齢
年
金
受
給

者
の
み
な
さ
ん

現
況
屈
が
お
す

み
で
し
ょ
う
か
?

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
年
4
回

(3
月
・
6
月
・
9
月
・
日
月
)
通
算
老

齢
年
金
は
年
2
回
(
6
月
・
ロ
月
)
み

な
さ
ん
が
指
定
さ
れ
た
銀
行
や
郵
便
局

な
ど
の
金
融
機
関
を
通
じ
て
支
払
い
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
い

て
年
金
の
支
払
い
を
す
る
た
め
に
み
な

さ
ん
の
現
状
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
確
認
の
た
め
に
、
老
齢
年
金
と

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

2
月
日
日
ま
で
に
「
国
民
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
ゾ
く
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
用
紙
は
、

1
月
中
に
社
会
保

険
庁
か
ら
直
接
本
人
あ
て
に
送
ら
れ
て

お
り
、
す
で
に
届
を
す
ま
さ
れ
た
方
も

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
未
提
出
の
方

は
す
み
や
か
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

市
長
の
証
明
印
(
市
役
所
市
民
課
窓
口
、

経
団
地
区
の
方
は
連
絡
所
)
を
も
ら
い

切
手
を
は
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

(
届
用
紙
は
、
郵
便
は
が
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。)

な
お
、
社
会
保
険
庁
か
ら
用
紙
が
届

か
な
い
と
き
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
6

月
以
降
の
年
金
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
印
年
2
月
日
日
以
降
に
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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大
久
保
さ
ん
に
紺
綬
褒
章

こ
の
ほ
ど
大
久
保
与
作
さ
ん
聞
に
清

河
市
長
か
ら
紺
綬
褒
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
大
久
保
さ
ん
は
、
市
内
村
木
に

住
ん
で
お
ら
れ
、
漆
器
の
伝
統
技
法
に

独
特
の
現
代
感
覚
を
盛
り
込
ん
だ
作
品

で
知
ら
れ
、
当
市
漆
器
業
振
興
の
た
め

に
つ
く
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
贈
ら
れ
た
褒
章
は
、
市
に

寄
贈
さ
れ
た
乾
漆
パ
ネ
ル
「
夜
明
け
の

僧
ヶ
岳
」
と
、
「
夏
の
剣
」
に
対
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

4
司
褒
章
を
伝
達
さ
れ
る
大
久
保
さ
ん
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冬期の体力づくりに

ださいご利用く

竹
山
さ
ん
は
、
魚
津
市
の
狩
猟
の
源

流
で
あ
る
山
本
七
次
郎
さ
ん
に
師
事
、

刊
歳
こ
ろ
か
ら
狩
猟
の
技
術
を
習
い
覚

え、

mω
歳
か
ら
本
格
的
な
狩
猟
を
は
じ

め
ま
し
だ
。
特
に
熊
撃
ち
の
名
人
で
、

多
い
時
は
、
春
と
秋
で
大
熊
を
叩
頭
も

射
と
め
だ
そ
う
で
す
。
熊
と
の
格
闘
も

車

教

F 晶司

孟

球

マ
期
日

1
2月
日
日
、
日
目
、

mu
日

マ
場
所

1
総
合
体
育
館

マ
対
象

l
小
学
校
四
年
以
上
の
方

(親

子
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。)

マ
申
し
込
み

l
所
定
の
申
込
書
に
傷
害

保
険
料
百
円
を
添
え
て

2
月
9
日
ま

で
教
育
委
員
会
へ
。

婦
人
体
力
づ
く
り
教
室

マ
期
日
1
3
月
3
日
1

4
月
お
日
毎
週

水
曜
日

(
九
回
)

マ
時
間

1
午
後
1
時
初
分
1

3
時

狩
猟
の
名
手

竹
山
太

一
さ
ん
側
歳

黒
谷
八
八
六
番
地

だ
び
疋
び
で
、
今
ま
で
に
捕
つ
芝
大
物

は
、
身
の
丈
8
尺
(
約
2
灯
M
M
H

J

で
目

方
は
、
印
貫
(
m
J
M，)
も
あ
っ
疋
そ
う

で
す
。
明
る
く
、
ら
い
ら
く
で
び
ん
し

よ
う
な
竹
山
さ
ん
に
は
、
大
熊
も
か
な

わ
な
い
で
し
ょ
う
。

マ
場
所

l
総
合
体
育
館

マ
対
象

l
婦
人

マ
申
し
込
み

1
所
定
の
申
込
書
に
傷
害

保
険
料
百
円
を
添
え
て

2
月
お
日
ま

で
教
育
委
員
会
へ
。

市
民
ス
キ

l
大
会

マ
期
日
と
場
所

1
2月
8
日
制
午
前
9

時
、
大
谷
ス
キ

l
場

マ
種
目

1
滑
降
回
転
競
技

(個
人
)

マ
区
分

1
小
学
、
中
学
、
高
校
、

一
般

壮
年
の
部
(
各
男
女
)

マ
申
し
込
み

1
2
月
5
日
ま
で
市
教
委

へ
。
小
、
中
学
校
は
学
校
ご
と
に
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

d

司
大
谷
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ

市
民
車
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

マ
期
日

1
2月
8
日
制

マ
場
所

1
総
合
体
育
館

マ
種
目

1
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人

戦
の
み

マ
区
分

l
一
般
(
中
学
生
以
上
)
の
部

婦
人
の
部

マ
参
加
申
し
込
み

1
個
人
戦
に
参
加
希

望
者
は
当
日
午
前
9
時
却
分
ま
で
受

付
け
を
す
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

3
月
の
歩
-
で
つ
会

3
月
の
歩
こ
う
会
は
、

7
日
制
大
谷

温
泉
方
面
へ
歩
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅

前
を
午
前
9
時
出
発
し
、
大
谷
温
泉
ま

で
歩
き
、
帰
り
は
、
パ
ス
を
利
用
し
て

帰
り
ま
す
。

参
加
者
は
午
前
8
時
印
分
ま
で
電
鉄

魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
中

食
は
い
り
ま
せ
ん
。

歩
ニ
う
会
-
-
と
し
の

日
程
歩
こ
う
会
の
こ
と
し
の
日
程
は
次
の

よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。
体
力
づ
く
り

の
た
め
、
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
歩
こ

う
会
の
会
員
登
録
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

4
月
4
日
舛
方
城
魁
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
初
分
発
パ
ス

乗
車
|
月
形
橋
下
車
徒
歩
|
舛
方
城

駈
|
電
鉄
魚
津
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。

(中
食
不
要
)

5
月
9
日
松
倉
城
祉
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
加
分
発
坪
野

行
パ
ス
乗
車

|
北
山
下
車

|
松
倉
城

祉
|
鹿
熊
と
歩
き
、
鹿
熊
か
ら
パ
ス

を
利
用
。

6
月
刊
日
南
又
谷
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
発
パ
ス
に
乗

車
!
前
平
沢
下
車
|
第
二
発
電
所
|

南
又
谷
「
竜
石
」
を
見
学
|
前
平
沢

と
歩
き
、
帰
り
も
パ
ス
を
利
用
。

7
月
4
日
新
川
育
成
牧
場

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
日
分
発
電
車

で
浦
山
下
車
|
新
川
育
成
牧
場
|
宮

野
山

l
地
鉄
荻
生
駅
と
歩
き
電
車
で

帰
り
ま
す
。

8
月
1
日
島
尻
、
坪
野
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
発
パ
ス
乗
車

|
島
尻
下
車
|
坪
野
ま
で
歩
き
、
坪

野
か
ら
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。

g
月
5
日
小
川
温
泉
元
湯
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
日
分
発
電
車

で
愛
本
駅
ま
で
行
き
、
明
日
|
舟
見

鉱
泉
|
棚
山
|
小
川
温
泉
元
湯
と
歩

き
、
帰
り
は
パ
ス
、
国
鉄
を
利
用
し

て
帰
り
ま
す
。

川
月
3
日
開
木
、
大
谷
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
加
分
発
パ
ス

に
乗
車
|
開
木
下
車
|
火
葬
場
|
大

谷
温
泉
と
歩
き
ま
す
が

、

こ
の
間

「宝
探
し
ゲ

l
ム
」
を
し
ま
す
。
帰
り

は
パ
ス
を
利
用
。(
中
食
不
要
)

円
月
7
日
坪
野
、
六
百
峠
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前

8
時
初
分
発
パ
ス

に
乗
車
|
坪
野
下
車
|
六
百
峠
|
坪

野
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
、
帰

り
は
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

ロ
月
5
日

総

会

電
鉄
魚
津
駅
午
前
9
時
出
発
|
総
合

体
育
館
ま
で
歩
き
、
総
会
(
事
業
計

画

・
表
彰

・
写
真
交
換

・
反
省
会

・

体
力
テ
ス
ト
等
)
を
ひ
ら
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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こまつ芝ときには、 -ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市民相談

日曜日を除き包日
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

行政相談

包月第1.第3木曜日
午後?時'"'-'4時
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

2月4日(別 .2月18日(別
3月3日(別・ 3月17日(別

午前10時~午後3時
県魚津総合庁告内
魚津地方県民相談室

魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

生
徒
募
集

国
立
魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
次
の
要
領
で
第
二
次
入
校
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
か
ら
、
入
校
ご
希
望
の

方
は
期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
入
校
資
格

高
等
学
校
卒
業
(
見
込
み
も
含
む
。)

以
上
の
学
力
を
有
す
る
健
康
な
男

子
及
び
女
子
(
中
学
卒
は
募
集
し

‘
雪
中
の
訓
練
校

ま
せ
ん
。
)

2
募
集
定
員

機
械
科
(
機
械
専
攻
、
金
型
専
攻
)

製
缶
科
、
電
子
科
、
木
工
科
、
無

線
通
信
科
、
各
二
十
名
(
合
計
一

二
O
名
)

3
訓
練
期
間
一
ヵ
年

4
提
出
書
類

①
入
校
願
書
(
訓
練
校
指
定
の
用

紙
)
②
調
査
書
又
は
成
績
証
明

書
(
学
校
発
行
の
も
の
)
③
健

康
診
断
書
(
保
健
所
、
病
院
又
は

学
校
発
行
の
も
の
)

5
提

出

先

魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
(
市

内
川
縁
一
二
八
九
の
一

電
話
幻
|

5
1
3
4
・
4
5
0
1
)

6
募
集
期
間

2
月
初
日
ま
で

7
選
考
日
時
随
時

人権相談

日曜日を除き包巴
午前9時から~午後4時ま
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支局

税の相談

包月5日 ・15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つだ場合は翌日

8
合
格
発
表
随
時

9
入

校

昭

和

日

年

4
月

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

せ
は
、
提
出
先
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

交
通
規
制
の

お
知
ら
せ

1
道
路
名
お
よ
び
区
問

。
県
道

魚
津
鹿
熊
上
市
線

。
8
号
線
大
光
寺
交
差
点
か
ら
湯
上
谷

川
良
二
方
前
三
差
路
ま
で

2
種
別ω大
型
車
の
通
行
禁
止
(
午
前
7
時

初
分
か
ら
午
前
8
時
叩
分
の
間
)

大
型
車
の
う
ち
大
型
貨
物
、
大
型

特
殊
自
動
車
の
み
通
行
禁
止
で
す
。

心配ごと相談

月曜日を除き白日
午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

内職相談

包週、月 -水 ・金曜日
午前9時30分~午後38寺
市役所市民相談室

忘こも
れちし
ずらも
てのし
い整
ね備
いも

交通規制図

を

乏
有
川

宅草

地

11 

国車 2号.
1 1~ r 
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マ
一
万
円

1
上
村
木
石
崎
敬
治
(
香
典

返
し
の
一
部
)
マ
五
千
百
五
十
円

l
畠

山
し
づ
え
マ
二
千
円

l
相
ノ
木
田
中
英

之
マ
二
千
円

l
火
の
宮
町
魚
浦
夏
子
マ
一

千
円

l
大
海
寺
野
村
岸
本
明
マ
一
千
円

l
上
口
一
丁
目
高
木
ま
り
子
マ
一
千
円

1
新
宿
家
門
繁
子
マ
五
百
円

l
新
角
川

二
丁
目
浜
潟
セ
キ
マ
二
百
円

l
高
畠
八

田
昌
美
(
以
上
拾
得
金
魚
津
警
察
署
経

由
)
マ
五
千
円

l
匿
名
マ
一
万
円

1
持

光
寺
朝
野
輝
久
マ
三
千
円

1
新
角
川
二

丁
目
友
田
道
治
マ
一
万
五
千
円

l
魚
津

市
せ
り
込
み
蝶
六
保
存
会

愛
の
募
金
箱

マ
三
千
三
百
五
十
九
円

l
魚
津
警
察
署

マ
百
六
十
七
円

l
田
上
金
型
マ
二
千
七

百
二
十
九
円

l
大
町
小
学
校
マ
四
百
二

十
六
円

l
村
木
小
学
校
マ
一
千
十
六
円

l
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
マ
四
百
四
十
七

円

l
経
団
福
祉
会
館
マ
七
百
四
十
一
円

今
月
の
納
税

ー
道
下
信
用
農
協
駅
前
支
所
マ
一
千
六

十
七
円

l
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖
マ
九
百

五
十
九
円

l
富
山
相
互
銀
行
魚
津
支
庖

マ
四
千
八
百
六
十
九
円

l
新
川
信
用
金

庫
マ
三
千
百
二
十
九
円

l
真
成
寺
マ
四

千
百
二
十
二
円

l
専
光
寺
マ
八
千
四
百

五
十
三
円

1
大
泉
寺
マ
五
千
七
百
二
十

七
円

l
照
善
寺
マ
三
千
五
十
一
円

l
常

泉
寺
マ
三
千
百
十
六
円

1
長
教
寺
マ
二

千
五
百
十
一
円

l
西
願
寺
マ
六
千
五
百

九
十
四
円

l
長
円
寺
マ
四
千
六
百
二
円

l
常
徳
寺
マ
一
千
二
百
七
十
四
円

l
勝

楽
寺
マ
三
百
五
十
一
円

l
魚
津
商
工
会

議
所
マ
八
百
七
十
九
円

1
魚
津
市
役
所

マ
三
千
八
百
十
六
円

1
百
楽
荘
マ
一
千

七
百
六
円

1
香
龍
マ
二
千
三
十
一
円

l

市
民
会
館

物
品
預
託

マ
中
古
品
十
六
型
白
黒
テ
レ
ビ
一
台

l

4
『
寄
贈
さ
れ
た
テ
レ
ビ

本
町
一
丁
目
浜
浦
末
子
マ
歳
末
助
け
合

い
民
謡
の
集
い
入
場
券
百
枚

1
魚
津
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
以
上
)

マ
三
万
円

1
本
町
二
丁
目
平
沢
美
代
子

マ
二
万
円

l
真
成
寺
町
高
松
武
義
マ
五

固

定

資

産

税

第

四

期

分

国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
分

万
円

1
駅
前
新
町
河
内
一
雄
マ
一
万
円

l
木
下
新
木
下
和
男
マ
五
万
円

l
本
町

二
丁
目
西
崎
寿
太
郎
マ
一
万
円

l
六
郎

丸
広
田
慶
太
郎
(
以
上
香
典
返
し
の
一

部
)
マ
三
万
円

l
救
助
船
雄
山
丸
職
員

一
同
(
海
難
交
通
遺
児
積
立
基
金
へ
)

マ
一
万
五
千
円

l
魚
津
自
動
車
学
校
代

表
高
木
広
吉
マ
四
千
三
百
六
十
七
円

l

平
伝
寺
斉
藤
信
弘
マ
二
千
五
百
五
十
七

円

1
匿
名
(
以
上
交
通
遺
児
積
立
基
金

へ
)
マ
十
万
円

l
サ
ン
プ
ラ
ザ
マ
二
千

円

1
友
道
川
崎
庄
次
郎
(
以
上
社
会
福

祉
事
業
振
興
基
金
へ
)
マ
五
万
円

l
魚

津
市
青
年
美
術
家
グ
ル
ー
プ
盛
創
会
マ

二
万
円

l
魚
津
青
年
会
議
所
(
以
上
母

子
福
祉
会
へ
)
マ
一
万
円

1
明
星
幼
稚

園
(
母
子
家
庭
の
子
供
さ
ん
へ
)
マ
八

万
三
千
五
百
二
十
六
円

l
魚
津
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
身
障
者
の
方
へ
)
マ
三

万
百
三
十
八
円

1
市
職
員
組
合
一
同
マ

三
千
三
百
円

1
新
川
女
子
高
校
家
庭
ク

ラ
ブ
マ
二
万
円

l
匿
名
マ
七
千
六
百
十

九
円

l
加
積
青
年
団
代
表
織
坂
光
彩

(
以
上
め
ぐ
ま
れ
な
い
方
へ
)
マ
七
万
五

千
円

1
富
山
市
東
岩
瀬
町
大
村
正
敬

(
百
楽
荘
備
え
付
け
車
椅
子
購
入
代
)
マ

二
万
一
千
七
百
六
十
円

l
北
親
会
(
セ

企愛の募金箱

ー
ナ
苑
へ
)
マ
一
万
円

l
経
田
中
町
後

藤
忠
夫
(
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)
マ
四

千
円

l
友
道
川
崎
庄
次
郎
マ
一
万
円

l

本
江
元
町
尾
崎
哲
夫
マ
一
万
円

l
魚
津

運
輸

K
K
マ
一
万
円

l
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
富
山
第
一
団
代
表
松
田
美
保
子
マ
一

万
円

1
匿
名
マ
一
千
円

1
上
村
木
中
村

昭
雄
マ
一
万
三
千
円

l
大
平
住
宅
鮒
魚

津
営
業
所
一
同
(
以
上
歳
末
助
け
合
い
)

マ
二
万
五
千
円

1
富
山
ヤ
ク
ル
ト
魚
津

親
交
会
一
同
マ
一
万
円

l
北
山
獅
子
舞

保
存
会
マ
一
千
三
百
円

1
匿
名
マ
十
一

万
九
千
五
百
九
円

1
日
本
民
謡
協
会
魚

津
支
部
マ
三
千
円

l
六
郎
丸
青
年
団
代

表
武
限
和
男
マ
一
万
円

l
青
柳
高
倉
操

マ
二
千
円

l
北
陸
電
力
魚
津
営
業
所
マ

三
千
八
百
七
十
六
円

1
蛇
田
高
瀬
与
作

マ
二
千
円

l
島
尻
三
井
さ
あ
マ
五
千
円

ー
本
江
池
田
早
苗
マ
四
千
円

1
浜
経
団

朝
野
重
政
マ
五
百
円

1
文
化
町
岩
田
と

き
マ
四
千
九
百
四
十
九
円

l
魚
津
警
察

署
マ
一
万
円

l
魚
津
神
職
会
マ
五
万
七

千
五
百
円

1
魚
津
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
代
表
小
杉
与
志
治
マ
一
万
五
千
円

l

青
少
年
ホ
ー
ム
友
の
会
マ
一
万
二
千
四

百
五
十
五
円

1
味
ど
こ
ろ
佐
渡
マ
五
千

円

l
匿
名
マ
三
千
円

l
新
角
川
二
丁
目

友
田
道
治
マ
一
万
九
千
七
百
円

1
本
江

魚
津
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス

物
品
預
託

マ
富
士
リ
ン
ゴ
百
個

・
菓
子
袋
十
袋

l

吉
島
富
士
グ
ル
ー
プ
マ
ク
リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
一
個

1
上
村
木
中
村
昭
雄
マ
車
椅

子
一
台

1
木
下
新
木
下
和
男
マ
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
一
台

1
鮒

ユ
ニ
l
魚
津
庖

(
魚
津
善
意
銀
行
)

一一 7 一一

マ ママママ マ

携帯品 受料講募集子定 金場時開 期間
お毛

申し 手糸

毛
毛糸 賀は 市午前 3 2 込編

筆記 無人会民館第 日月
みみ

本料員 10 ・ 20 くの
糸物用負人 時 8 日 だ技

き具 た 20~ I 日・ き符1
し 担だ名 4 午 ・ 27 い補

手か し 議会室 後 10 日
。導

中食針ぎ 、 3 日 ・ 教室
材時 3

編料 月 カf

開

マママ
力、

室 量申 込申日 講容習内

れ み
すま

魚津市役所市民相量炎 Z 

受希望講
電話内 職相内 月日6 礎基編

線談 9 み
σ1 

2 コ日 方

2 I R: 13 実習
は

9 ナ日
番 l

一一 一 一一~~~一一

納
期
限
は
3
月
ぺ
|
白
で
す
。
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あ
な
た
と
図
書
館
側

寒
の
夜
は
、

文
学
賞
の

本
を
読
む
・
・.••. 

昨
年
の
主
な
文
学
賞
作
品
を
挙
げ
て

み
ま
し
た
。
暖
か
い
わ
が
家
で
ご
ゆ

っ

く
り
|
|。

(
文
学
賞
は
創
設
順
)

芥

I
 
l
 

--a，，
 

賞

昭
和
叩
年
創
設
。
上
半
期
、
下
半
期

の
年
2
因
。
文
芸
春
秋
社
が
、
芥
川
龍

之
介
の
名
を
記
念
し
て
創
設
し
た
純
文

学
賞
で
、
新
人
作
家
の
登
竜
門
と
い
わ

れ
る
。

第
日
回

(
昭
和
同
年
)
に、

高
木
卓

「
歌
と
門
と
盾
」
が
辞
退
し
、
話
題
に

な
っ
た
。

η
回
目
(
昨
年
上
半
期
)
の

受
賞
作
品
は
、

林
京
子
「
祭
り
の
場
」

昭
和
叩
年
創
設
。
直
木
三
十
五
の
名

を
記
念
し
、
文
芸
春
秋
社
が
芥
川
賞
と

同
時
に
設
け
た
も
の
。
第
7
回
以
後
は

日
本
文
学
振
興
会
に
よ

っ
て
贈
ら
れ
て

い
る
が
、
大
衆
文
芸
の
す
ぐ
れ
た
作
品

(小
説
・
戯
曲
)
に
与
え
ら
れ
る
。

第
口
回

(昭
和
同
年
)
に
、
山
本
周

五
郎
が
辞
退
し
て
い
る
。
第
九
回
は
、

該
当
作
品
な
し
。

野
間
文
芸
賞

昭
和
同
年
創
設
。
講
談
社
が
初
代
社

長
野
間
清
治
の
名
を
記
念
し
て
創
設
。

新
聞

・
雑
誌

・
単
行
本
な
ど
に
発
表
さ

れ
た
優
秀
作
品
に
贈
ら
れ
る
。
戦
後

一

時
中
断
、
の
ち
復
活
。

昨
年
の
お
回
目
は
、

平
野
謙
「
さ
ま

ざ
ま
な
青
春
」
尾
崎
一
雄
「
あ
の
日
こ

の
日
(
上
・
下
)
」
が
受
賞
。

日
本
推
理
作
家
協
会
賞

昭
和
辺
年
創
設
。
年
1
回、

す
ぐ
れ

た
推
理
小
説
、
評
論
に
対
し
て
、
日
本

推
理
作
家
協
会
が
贈
る
賞
。

第
1
回
に
横
溝
正
史

「本
陣
殺
人
事

件
」
が
受
賞
し
て
い
る
。
昨
年
は
第
お

因
。
清
水
一
行
「
動
脈
列
島
」
が
受
賞
。

女
流
文
学
賞

昭
和
幻
年
創
設
。
日
本
女
流
文
学
者

会
が
、
は
じ
め

「
女
流
文
学
者
賞
」
と

し
て
創
設
、
女
流
作
家
の
優
秀
作
品
に

贈
っ
た
。
昭
和
お
年
に
中
央
公
論
社
に

移
り
、
「
女
流
文
学
賞
」

に
な

っ
た
。

昨
年
は
第
H
因
。
大
庭
み
な
子
「
が

ら
く
た
博
物
館
」

が
受
賞
。

H 

氏

賞

昭
和
初
年
創
設
。
日
本
現
代
詩
人
会

が
主
催
し
、

H
氏

(平
沢
貞
二
郎
)
の

後
援
で
贈
ら
れ
る
。
新
人
の
す
ぐ
れ
た

詩
集
を
広
く
社
会
に
推
奨
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
。

昨
年
は
お
回
目
。
清
水
哲
男
「
水
聾

座
の
水
」

が
受
賞
。

谷
崎
潤
一
郎
賞

昭
和

ω年
創
設
。
中
央
公
論
社
が
谷

崎
潤

一
郎
の
業
績
を
し
の
び
、
創
業
別

周
年
を
記
念
し
て
設
け
た
も
の
。
文
学

作
品
全
般
か
ら
優
秀
作
品
に
与
え
ら
れ

る
。
昨
年
は
そ
の
日
回
目
で
、

水
上
勉

二
休
」

が
受
賞
。

吉
川
英
治
文
学
賞

昭
和
制
年
創
設
。
吉
川
英
治
が

「毎

日
芸
術
賞
」
を
受
賞
、
そ
の
賞
金
を
後

進
の
た
め
に
寄
付
し
た
の
を
記
念
し
て

吉
川
英
治
国
民
文
化
振
興
会
が
設
立
さ

れ、
一吉
川
英
治
文
化
賞
」

と

「
吉
川
英

治
文
学
賞
」
が
設
け
ら
れ
た
。

昨
年
は
第
9
回
で
、

城
山
三
郎
「
落

日
燃
ゆ
」

に
。

日
本
文
学
大
賞

昭
和
幻
年
創
設
。
新
潮
社
の

二
代
自

社
長
佐
藤
義
夫
の
遺
志
に
よ

っ
て
創
設

さ
れ
た
、

三
大
新
潮
賞
の
ひ
と
つ
で
、

主
催
は
新
制
文
芸
振
興
会
。

小
説
・

評
論

・
詩
歌

・
戯
曲
が
対
象

に
な
る
。
昨
年
の
第
7
回
は
、
受
賞
作

品
な
し
。

大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

昭
和
叫
年
創
設
。
文
芸
春
秋
が
、
大

宅
壮

一
の
半
世
紀
に
わ
た
る
マ
ス
コ
ミ

活
動
を
記
念
し
て
創
設
。
す
ぐ
れ
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
贈
ら
れ
る
。

昨
年
の
第
6
回
は
、

吉
野
せ
い
「
演

は直中芥 た しかあよ和幕い現鋭し催
我第木上第川本 読本最かさりう 読 全末 昨も代いて形昭
に 74賞健 74賞 の みは近でを、が 書 集の年の文桐 質 式和
あ回 次回 借 た?、すも私、の」水はに化察のを 48
り目 「目 り い あ 。たた自目が 戸 2 贈のを 高 と年
」、 岬、 出 本 な らち分的受 藩 回ら批含いわ創
佐 」岡 し予は た しのをは賞」目れ評むもず設
木 松 は約電 が て心見そ 。吉 。るともの
隆 和無し話感 くにつれ田山 。しの、日朝
三 夫 料 ま で 銘れ、めぞ 秀川 て、人本日
--， --， でし を る生直れ 和菊 意 歴間語新
復 志 す よ 愛の活す違 「枝 義史精の聞
讐 賀 。う けはに時う 吉「のお神 散社
す 島 。 ら 、、間で目覚大よへ文が
る 」 れ た 豊 でし 秀書 きぴのと主
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を
た
ら
し
た
神
」
袖
井
林
二
郎
「
マ
ツ

カ
l
サ

l
の
二
千
日
」

が
受
賞
。

大
仏
次
郎
賞

a
R
H
H』

F
f
T
1
2

時
時

hm則
河

川

一
利

時

間
州

日

)
ι
i
a
2
44
5
0

m
や

~

ト

祝

D
苦

ra館
村

W
一

~

へ
時
時

-V

間

以

卓
書
量

会

下

3
包

問

ゅ
の
日
即
日
判
明

ナ

Caa--民
市

L
時
間
吋

u
m
自
い山
川

b
n
U
4市
津

E
館
内
斗

均
賃
刊
一間

『伽

悶

腿

魚

T
開

ゴ
休

4

V
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

傷
風
三
種
混
合
予
防
注
射

(第
2
回
目
)

マ
該
当
者

1
(第
1
期
)
2
月
お
日
現

在
、
満
2
歳
以
上
で
、
1
回
も
受
け

て
い
な
い
人
。
(第
2
期
)
2
月
幻
日

現
在
満
2
歳
以
上
の
人
で
、
第
1
期

が
終
っ
て
い
る
人
。

(ω年
ロ
月
l

m年
1
月
ま
で
に
、

2
回
終
了
の
人
)

附4月3 (2村6 刷25 24 (2月3)月2 日(刈

11 11 111 11 
時21午fl 長 受{時間寸

時

市民会館
場

11 " 11 11 
所

総ざら
西布EE 経Z m 
吉島大町 村木 片貝本江 該

当
、、

天神松倉 道下 =住'" 
地

区

一- 8 一一

マ
料
金

1
無
料

。注
l
m年
1
月
に

2
1
3
回
完
了

し
た
人
で
日
年
2
月
お
日
現
在
満
2

歳
に
達
し
て
い
な
い
人
は
、
今
回
注

射
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

V
母
親
学
級

マ
2
月
初
日
樹
午
前
9
時
初
分

1
午

後
3
時
初
分

マ
場
所

l
魚
津
保
健
所

マ
対
象
内
容

l
妊
婦
、

よ
い

子
を
生

む
た
め
の
学
習

マ
畳
食
と
ズ
ボ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ



「
が
ま
ん
」
を
さ
せ
る
こ
と

広報うおづ

第3橿郵便物認司

51， 2， 1 

入
学
前
の
し
つ
け
の
心
構
え

幼
稚
園

・
保
育
園
や
小
学
校
へ
入
学

す
る
ま
で
あ
と
二
ヶ
月
。

「
う
ち
の
子
は
う
ま
く
や
っ
て
い
け

る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
る
お
母
さ

ん
も
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
U

そ
れ
ぞ
れ
の
園
や
学
校
か
ら
、
「
入

学
ま
で
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
」
と
詳
し

い
話
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
ら
、

細
か
い
こ
と
は
や
め
て
、
基
本
的
な
こ

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

が
ま
ん
を
さ
せ
る
こ
と

し
つ
け
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は

「
で
き
な
い
こ
と
」
「
や
り
た
く
な
い

こ
と
」
を
「
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。「や

り
た
く
な
い
こ
と
」
で
も

「
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
は
さ
せ
る
。

「
や
り
た
い
こ
と
」
で
も
「
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
」
は
や
め
さ
せ
る
。

「
お
母
さ
ん
は
、
が
ま
ん
す
る
子
が

一
番
好
き
な
の
よ
」
と
笑
顔
で
し
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

親
が
あ
く
せ
く
し
な
い
こ
と
。

子
ど
も
の
発
達
は
個
人
差
が
大
き
い

の
で
す
。
と
か
く
母
親
は
ス
ピ
ー
ド
違

反
を
し
が
ち
で
す
。
安
全
運
転
で
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

「あ
ん
た
何
し
と
る
が
、
ま
だ
一
人

で
服
着
ら
れ
ん
が
、
と
な
り
の

O
O
ち

ゃ
ん
み
ら
れ
、
一
年
も
前
か
ら
ひ
と
り

で
服
着
と
る
が
に
・
:
:
・
ほ
ん
と
に
い
や

に
な
る
U

こ
ん
な
に
子
ど
も
を
傷
つ
け
る
こ
と

ば
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
せ
く
し
な
い
で
、
だ
ま
っ
て
ほ

っ
と
き
な
さ
い
。
ど
ん
な
だ
ら
し
の
な

い
着
方
で
も
、
ひ
と
り
で
着
た
ら
「
よ

く
着
た
ね
、
い
い
子
だ
ね
」
と
ほ
ほ
の

一
つ
も
つ
つ
つ
い
て
や
り
な
さ
い
。

他
の
こ
と
も
同
じ
、
ぢ
っ
と
子
ど
も

を
見
詰
め
、
ほ
め
な
が
ら
一
つ
一
つ
を

し
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

入
園
入
学
を
し
つ
け
の
餌
に
し
な
い
。

「
も
う
す
ぐ
一
年
生
な
の
に
、
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
な
い
の
」

「
そ
ん
な
こ
と
ぢ
ゃ
幼
稚
園
に
入
っ

て
も
、
み
ん
な
に
笑
わ
れ
る
よ
」

「
い
い
子
に
な
っ
と
ら
れ
、
今
に
デ

ツ
カ
イ
、
カ
ッ
コ
イ
イ
、
ラ
ン
ド
セ
ル

買
っ
て
あ
げ
る
ち
ゃ
」

あ
ん
ま
り
、
学
校
、
学
校
と
い
う
と
、

期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
子
だ
け
で

な
く
、
学
校
ぎ
ら
い
の
子
ま
で
も
つ
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
園
、
入
学
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
大
き
な
フ
シ
で
す
が
、
あ
ん
ま

り
大
ご
と
に
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
淡
々
と
し
た
態
度
で
臨
み
ま
し
ょ

よ
J

。何
か
買
っ
て
や
る
、
な
ど
と
、
物
で

ふろで 心 しつ
うこはなたとー恐る
ののちくだし番のの
しつや、した大骨は
所かん「、家切頂
でいとがほ族な 。犬
すわがまめのの の
。けまんて笑は 訓
がん」や顔、 練

おををるでお ぢ
母宅きばの母 や

さ亨せか賞き あ
んヲるり讃ん る
の τとがでを ま
くコこ音色す中 い

合 脅 合 合 合 合 合 合 合 脅 合 脅 * 合 合 脅 合 * * 合 合 脅 * 脅 * 脅 合 脅 合 合 合 合 * * 合 合 * * * * * 脅 合 * 台 脅 会 合 会 合 合 合 会 脅 * * * * 台 育 台 * 合

「
家
庭
の
日
」
の
普
及

推
進
座
談
会

心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成

す
る
基
盤
は
、
明
る
い
家
庭
生
活
に
あ

り
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
う
、
楽
し
み

合
う
、
力
を
出
し
合
う
家
庭
づ
く
り
を

目
指
し
て
「
家
庭
教
育
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
」
を
主
題
に
次
の
と
お
り
座
談
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

2
月
幻
自

ω

マ
会
場
市
民
会
館
三
階
第
一
会
議
室

マ

日

程

午

後

1
時
受
付
、
1
時
却
分

開
会
、
映
画
「
子
ど
も
の
オ

能
発
見
」

2
時
日
分
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

3
時

講

演

4

時

閉

会

講
演
は
、
県
立
保
育
専
門
学
院
長
、

島
村
美
代
子
先
生
が
、
子
育
て
に
対

処
す
る
親
の
心
構
え
に
つ
い
て
話
を

さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
に
悩
み
の
あ
る
方
は

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

V
育
児
学
級

マ
2
月
幻
日
働
午
後

1
時
却
分

1
3

時
初
分

マ
場
所

l
魚
津
保
健
所

マ
対
象
内
容

1
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
者

「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」
「
避
妊
の
し

方
」
「
正
し
い
医
者
の
か
か
り
方
」

V
乳
児
検
診
日
程

t/ 3 5 bd 附/ 22 6 I/ 142 2 4 E/ 6 2 筒
月
日

分時E』0時3午前8 0 時2午時後1 3 
時2午品後
分時1L0時3午前8 0 

受

{時寸

間

8 
fになにで3司2月2、6 3 必ずzなっにて33月123 h' ー 8 対
月児ケ

ケ

;昔日ケ日 児月昔た月叫i月児 月児 象

11 11 11 保所健魚i章、
士義

所

V
股
関
節
脱
臼
検
診

一-9 一一

受

付

時

間

午
後

l
時
1

2
時

午
後

l
時
1
2
時

V
離
乳
食
調
理
実
習

マ
2
月
幻
日
働
午
前
叩
時

1
日
時
初

分マ
場
所

1
魚
津
保
健
所

マ
対
象
者
1
5
1
6
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ

ん
の
保
育
者

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
2
月
刊
日
附
及
び

2
月
お
日
附
い

ず
れ
も
午
後
1
時
却
分

1
3
時

マ
場
所
H
H
市
役
所
保
健
室

V
成
人
病
教
室

マ
2
月
4
日
附

・
3
月
3
日
闘
い
ず

れ
も
午
前

9
時
初
分

l

U
時
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第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日
で
す
。

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

身
も
山
も
健
康
に
し
よ
う
。

-
請
負
工
事
入
札
参
加
資
格

審
査

守

おしらせ ω 仇仇令

E
f
2
月
2
日
か
ら

-
A
E
2
月
却
固
ま
で

日
年
度
に
市
が
行
う
建
設
工
事
の
請

負
に

つ
い
て
、
次
に
よ
り
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
を
交
付
ま
す
か
ら
、

関
係
者
は
、
期
限
に
お
く
れ
な
い

よ
う

関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

2
月
2
日
1

2
月
犯
日

受
付
場
所
市
役
所
総
務
課
行
政
係

詳
し
い

こ
と
は
、
総
務
課
行
政
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
電
話
内
線
2
5
6

.
ボ
ラ
ン
テ
ヤ
を
求
め
て
い
ま
す

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内
の

ね
た
き
り
老
人
や
、
4
月
に
開
所
す
る

新
川
ヴ
ィ
ラ
で
使
用
す
る
老
人
用
「
オ

ム
ツ
」
作
り
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ヤ
(

社
会
奉
仕
活
動
員
)
を
求
め
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
百
楽
荘
内
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
M
|
3
2
4
1

-2月
の
街
頭
献
血
2
月
幻
自
に

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
月
幻
日
(
土
)
午
前
日
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
広
場
で
街
頭

献
血
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

保
安
点
検
の
お
知
ら
せ

2
月
2
日
か
ら
、

2
月
初
日
ま
で
の

間
で
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安

ベちぺ空ベ杢/弓/弓/弓ベ~

点
検
を
行
な
い
ま
す
。
実
施
す
る
次
の

地
区
の
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
口
二
丁
目
約
一
一
一
一
件

新
角
川

一
丁
目
約
六
四
件

本
町

一
丁
目
約
三
六
件

本
町
二
丁
目
約
一
四

O
件

な
お
、
点
検
に
は
、
腕
章
を
付
け
た
富

山
県
L
P
ガ
ス
協
会
魚
津
支
部
保
安
点

検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
か
ら
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
同
セ
ン

タ
ー

(
電
話
M

|

5
3
4
0
番
)
へ

-
宮
津
霊
園
の
管
理
料

納
付
に
つ
い
て

毎
年
ロ
月
に
配
布
い
た
し
ま
す
霊
園

の
管
理
料
は
納
付
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
、
も
し
お
忘
れ
の
方
は
、
お
近
く

の
金
融
機
関
(
銀
行
、
農
協
、
市
役
所
)
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
な
く
な
さ
れ
た
方
、
住
所

や
名
儀
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
都
市
計

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
簡
易
保
険
の
特
別
一
時
金

の
お
支
払
い

昭
和
弘
年
5
月
以
前
の
簡
易
保
険
に

つ
い
て
は
、
お
申
し
出
に
よ
り
ご
契
約

を
消
滅
さ
せ
、
保
険
金
の
支
払
い
の
代

り
に
特
別
一
時
金
を
お
支
払
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
ご
契
約
が
あ
り
ま
し
た
ら

郵
便
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
取
扱
い
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で

す。0
昭
和
団
年
3
月
目
日
以
前
に
ご
加
入

の
契
約

昭
和
日
年
1
月
1
日
か
ら
3
年
間

O
昭
和
同
年
4
月
1
日
以
後
に
ご
加
入

の
契
約
昭
和
日
年
7
月
1
日
か
ら
3
年
間

詳
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
保
険
窓
口

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
郵
便
局
)

-
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

2
等
陸
士
、
2
等
空
士
及
び

2
等
空

士
と
し
て
採
用
さ
れ
る
自
衛
官
の
印
年

度
第
4
次
募
集
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
応
募
希
望
者
は
、
市
内
上
村
木
、

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
魚
津
募
集
事

務
所
ま
た
は
、
市
役
所
市
民
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
電
話
教
室
の
ご
利
用
を

魚
津
電
報
電
話
局
で
は
今
春
卒
業
さ

れ
る
生
徒
さ
ん
や
、
事
業
所
の
新
入
社

員
を
対
象
に
、
正
し
い
電
話
マ
ナ

l
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
無
料
で
電

話
教
室
の
申
し
込
み
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
ね
が
い
ま
す
。

1
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
お
話
約
加
分

2
映

画

約

ぬ

分

3

実

施

訓

練

約

初

分

詳
し
く
は

n

1
4

9
3
5
番
へ
ど
う
ぞ

魚
津
電
報
電
話
局

う乾衣意熱 0 に冬
。か類しが 電 を
しな、逃 気 暁
たど熱げ ニ か
りをす出 た く
す中ぎさ つ 過
る になな し
の入いい て
はれ程よ い

やて度う た
め 温で保 だ

ま め 使温 く
し たいに た
より、注 め
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参@ママスママ
く 費高ラ内場
だ エ 用血イ容所
さプ 11 圧ド 11 11 
い ロ 無食「講魚
。ン料実高義津

習 血 「保
健 と 圧高健
康 試を 血 所
手 食防圧
帳 ぐに
を 暮 つ
ご しい
持 方て
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北
電
だ
よ
り

O
電
気
毛
布

コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
の
目
盛
を
高
く
し

た
ま
ま
長
時
間
使
用
し
ま
す
と
、
低

温
や
け
ど
を
起
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乳
幼
児
、
お
年
寄
の
方
に
は

特
に
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
湯
タ
ン
ポ
、
あ
ん
か
な
ど

他
の
熱
器
具
と
の
併
用
は
事
故
の
も

と
に
な
る
の
で
き
け
ま
し
ょ
う
。

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

(
電
話
M

1
1
4
0
0
番
)

-
行
旅
死
亡
人
案
内

次
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
心
当
り

の
か
た
は
、
市
役

所
市
民
課

へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

(
性
別
、
年
齢
、
特
徴
、
発
見
場
所
の

順
)

マ
男
、
年
齢
不
詳
、
身
長
一
四
八
で
位

新
湊
市
八
幡
町
2
丁
目
附
近
海
岸

マ
女
、
推
定
年
齢
印
歳
i
叩
歳
位
、
身

長
一
五

O
勺
位
、
東
砺
波
郡
平
村第

三
六
三
号

29 22 15 11 8 1 
日 日 日 日 日 日
(日) (日) (日) (功。 (日) (日) 2 
平 早 羽

緑ケ魚津
寺 晒 月

井 )11 田 崎 屋 の
病 病 医 病丘院 医 医 休
院 院 院 院 院 日
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一 10-

200. 75km' 
7.9 km 

12，151世帝
23，361人
25，362人
48，723人

女計
40人 77人
17人 37人
53人 114人
55人 96人

市努のうごき (12月末)

)

)

人

人

人

人

男
女
計
男
泌
初
日
川
町

数
日
常世
人

生
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入
出
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転

転

編
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発
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